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1.は じめ に

 イギ リスや アメ リカにお ける成 人教育 の制度 は, 

キ ャリアア ップを 目的 として定着 し, 学 校, 文 化

施設, コ ミュニ テ ィセ ンター等, 身近 な施設 で質

の高い教育 を提供 している。 また, オー プ ンハ ウ

スの システ ムも充実 し, イ ンター ネ ッ トや雑誌 な

どで情報が公開 され, 問い合 わせや訪問 は歓迎 さ

れ る。 ダンス に関 しても, イ ヴニ ングクラスやサ

マース クー ル等で, コ レオグラフイー, コ ンテ ン

ポ ラリー ダンスやバ レエ, 民 族舞踊等, さ まざま

なジャンルの舞踊が 開講 されてい る。 また, 施 設

を利用 して 自主的 に立 ち上げ, 新 聞やロ コ ミで募

集 し軌道にの ってい るサー クル もあ る。 日本で は

自治体 主導型が多 く, 地 域格差があ り, 一 般住民

の要求に応 じたプ ログラムが公共施設や, 民 間施

設で多彩 に展開 されてい るとは限 らない。

 そ こで, ダ ンス学習の場が, 学校, ス ポ ー ツク

ラブやス タジオな どで活発に展開 されている イギ

リスやア メリカの例 を参考に, 生 涯学習における

ダンスのあ り方 を考察 した。

2.研 究期 間 2003年3月 ～9月

3.研 究方法

 受 講(A, B, C)

 見 学(D, E, F, G)

 カ リキュラムの調査(H, 1)

 イ ン タビュー

4.結 果 と考察

く各国の事例 〉

(1)イギ リス(ロ ン ドン)

 情 報 は hotcourses や Floodlight な ど の雑 誌 や

新聞の生徒募集欄 に掲載 され てい る。1992年 にポ

リテクニ ックが大学 の資格 を与 えられ, イギ リス

の大学 は100校 あ ま りに増 えた。 大 学の イヴニ ン

グクラスの プログラムは, 一 般市民, 幼 児, 障 害

者対象 などバ ラエ ティに富み, 広 く門戸 を開放 し

てい る。 また, サ マース クー ルは, 2, 3, 4週 間

と短 く, 入 学条件 も比較的緩やか なため気軽に参

加で きる。 他 に, 大 学側に特 別プ ログラムと して

学位取得を 目的 としない聴講生(Occasional Student, 

Visitirlg Studellt)と して履修 する方法 もある。

・A

 Everling class 4月 ～7月10回 コ ース$50

 Summer school 7月2週 間$450

・Bフ ラメ ンコ教 室

 Community centreに て 複数の教室 を開講。

 週1回 1回$10, 6回 コース$45

 練習場所と講師の手配をして愛好者を募集し, 

 練習や発表会を行っている。
・CSports club

 エアロビクスダンス 1回$10

 フィットネス15回$53.3 プライベー ト$25.9
・Dサ ルサ教室

 1回$6 レス トランの一室で開講

(2)アメリカ (ニューヨーク)

 さまざまなダンスがレベルに応 じて受講できる。

外国人に対して学生 ビザを発行 しているスタジオ

もある。
・ECollege

 Continuin-g education 9月 ～12月

 10回 コース $150

(3旧本(福 島)
・F健 康づ くり教室

 国体の後で発足。 月2回 活動。 会員20名5

 公民館でボランティアのグループと高齢者が参

 加。講師 は元体育教師。
・Gシ ェイプァップ教室

 公民館主催の講座がサークルとして定着。 月2

 回活動。 会員15名。 公民館で一般主婦が参加。

 講師は元体育教師。
・HCollege

 カリキュラムの1つ としてジャズダンス。学生

 はスタジオに通って受講。講師はジャズダンス

 スタジオ主宰者。

。 ICollege

 カリキュラムの1つ としてジャズダンスやバレ

 エ。学生は学内で受講。講師はジャズダンスス

 タジオやバレエ教室の主宰者。

5.結 論

 観光やショービジネスが主要な産業の1つ とな

っている大都会と地方都市の違いはあるが, イギ

リスやアメリカでは, 個人のニーズに合 う開講形

態が展開されてお り, 自己実現の可能性を広げて

いける環境であるといえる。アメリカの各大学の

パー トタイム学生数は昼のフルタイム学生数を上

回り, 就職につながる資格取得や資質向上のため

の教育が真剣に行われている。勿論, 日本のカル

チャーセンターのような楽しみや生きがいを提供

する機関もある。

 わが国でも社会体育指導者が講師 となったり, 

社会体育施設を利用して授業として単位を認定し

ている学校も珍しくはないし, 資格取得を目的と

した専門学校も存在している。 また, 大学でも市

民対象の公開講座が積極的に開講されている。し

かし, さらにアメリカのコミュニティカレッジの

ように, 一般市民 よりの学習形態があってもいい

のではないだろうか。
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